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◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

１
２

月
１

２
日

( 土
)  

晴
 

◇
参

加
者

；
木

下
嘉

彦
、

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
、

池
田

さ
ん

、
佐

藤
さ

ん

（
２

名
は

奥
駈

縦
走

者
）
。

 

 

 

先
日

の
ホ

テ
ル

浦
島

で
の

祝
賀

会
の

際
、

木
下

棟
梁

か
ら

「
ウ

ツ
ボ

を
用

意
し

て
あ

る
の

で
、

食
べ

に
こ

い
」

と
お

誘
い

が
あ

っ
た

。
 

新
宮

ま
で

行
く

つ
も

り
を

し
て

い
た

が
、

持
経

宿
へ

網
戸

を
持

っ
て

い
く

の
で

「
ウ

ツ
ボ

」
も

一
緒

に
持

っ
て

き
て

下
さ

る
こ

と
が

判
り

、
行

仙
宿

の

掃
除

道
具

を
荷

揚
げ

し
、

そ
の

足
で

持
経

宿
へ

向
か

う
こ

と
に

し
た

。
 

午
前

１
０

時
過

ぎ
に

補
給

路
登

山
口

に
着

き
、

荷
物

を
準

備
し

て
登

り
始

め
る

。
工

具
を

少
し

入
れ

て
、

重
量

は
１

３
ｋ

ｇ
、

平
治

宿
に

ソ
ー

ラ
ー

を

付
け

に
行

っ
た

時
よ

り
若

干
軽

い
。

１
２

月
中

旬
と

は
思

え
な

い
気

温
の

高

さ
で

、
汗

が
こ

ぼ
れ

お
ち

る
。

 

 
 

 
 

 

登
山

口
で

 
 

 
 

 
見

上
げ

る
と

シ
ー

ト
が

 
 

 
上

か
ら

見
る

と
 

 

水
場

少
し

上
の

資
材

置
場

( 電
柱

廃
材

) に
被

せ
て

あ
っ

た
シ

ー
ト

が
１

１

日
の

強
風

で
外

れ
て

い
る

。
帰

り
に

被
せ

る
こ

と
に

し
て

、
道

に
落

ち
た

枯

れ
枝

を
払

い
な

が
ら

ゆ
っ

く
り

登
る

。
 

１
１

時
１

０
分

、
行

仙
小

屋
に

到
着

。
小

屋
の

少
し

下
方

に
斜

木
が

１
本

、

荘
川

桜
の

谷
側

に
も

補
給

路
側

に
曲

が
っ

た
木

が
一

本
あ

る
。

 

小
屋

内
に

荷
物

を
収

納
し

て
、

発
電

機
を

チ
ェ

ッ
ク

、
管

理
棟

内
も

確
認

す
る

。
ソ

ー
ラ

ー
照

明
も

異
常

な
し

。
１

１
時

３
０

分
か

ら
昼

食
。

窓
を

開

け
て

い
て

も
寒

さ
を

感
じ

な
い

。
本

当
に

１
２

月
か

？
 

昼
食

後
、

宿
泊

利
用

ノ
ー

ト
の

写
真

を
撮

り
、

荷
物

を
ま

と
め

下
山

準
備

す
る

。
 

下
山

前
に

南
方

角
も

確
認

に
行

く
と

、
道

の
真

ん
中

に
結

構
大

き
な

糞
が

多
数

。
石

柱
の

手
前

の
丸

太
集

積
地

点
で

積
ん

で
い

た
丸

太
が

散
ら

ば
っ

て

い
る

。
一

本
の

木
が

西
に

傾
き

、
根

が
浮

き
上

が
っ

て
丸

太
を
崩

し
た

よ
う

だ
。
動

か
せ

そ
う

な
３

本
を
北

に
移

し
て

下
山

を
開

始
す

る
。

 

 
 

 
 

 

小
屋

手
前

の
杉

斜
木

 
 

 
 

小
屋

横
の

斜
木

 
 

 
南

方
角

の
石

柱
前
 

 登
山

口
上

の
資

材
置

場
で

シ
ー

ト
を

被
せ
直

し
、

１
３

時
過

ぎ
に

登
山

口

着
、

一
旦

池
原

ま
で
戻

り
、

持
経

宿
へ

向
か

う
。
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大
き

な
糞

が
真

ん
中

に
 

 
 

シ
ー

ト
は

被
せ

直
し

た
 

 
 

 
持

経
宿

水
場
 

 池
原

か
ら

１
．
５

ｋ
ｍ
程
進

ん
だ
所

で
、

山
側
崖

に
モ

ル
タ

ル
を
吹

き
付

け
る

工
事

が
行
わ

れ
て

い
た

。
少

し
待

っ
て

い
る

と
通

し
て

も
ら

え
た

。
 

１
４

時
過

ぎ
に

持
経

宿
に

到
着

。
青

木
さ

ん
は

す
で

に
来

て
い

た
。

 

水
場

を
確

認
に

行
き

、
詰

ま
っ

て
い

た
落
葉

を
掃

除
し

た
そ

う
だ

。
 

棟
梁

が
着

く
ま

で
に

、
薪

小
屋

の
屋

根
の
隙
間

を
コ

ー
キ
ン
グ

す
る

。
 

 
 

 
 

 

建
屋

外
壁

と
薪

小
屋

屋
根

隙
間

の
コ

ー
キ

ン
グ

 
 

 
 

 
網

戸
は

ピ
ッ

タ
リ
 

 

１
５

時
過

ぎ
に

棟
梁

が
到

着
、
車

か
ら

網
戸

を
お
ろ

し
て

西
側

の
窓

に
は

め
込
む

。
今
度

は
ピ

ッ
タ
リ

と
は

ま
っ

た
。

 

１
６

時
、

発
電

機
を
動

か
し

、
掃

除
機

で
掃

除
す

る
。
絨
毯

に
引

っ
掛

か
っ

た
落
葉
や

、
箒

で
掃

く
と
黒

く
汚

れ
る
煤

の
よ

う
な
粉
末

も
皆
吸

い
取

っ
た

。
 

少
し
早

い
が

、
明

る
い

う
ち

に
鍋

の
準

備
を

始
め

る
。

青
木

さ
ん

も
段
取

り
の
良

い
ほ

う
で

あ
る

が
、
棟

梁
は

そ
れ

を
凌

ぐ
段
取

り
の
良

さ
で

、
土
鍋

、

ガ
ス
コ
ン
ロ

、
大

根
と

お
ろ

し
金

、
白
菜

と
全

て
用

意
し

て
下

さ
っ

た
。

 

ビ
ー

ル
と
焼
酎

は
言

う
ま

で
も

な
い

。
 

鍋
の

準
備

を
し

て
い

る
と

「
こ

ん
に

ち
は
！

」
と
玄
関

に
人
影

が
、
深

仙

宿
か

ら
山
ガ

ー
ル

２
名

が
到

着
し

た
。

思
い

が
け
ず

の
来

宿
者
だ

。
 

聞
け

ば
東
京

か
ら

で
池

田
さ

ん
と

佐
藤

さ
ん

、
天

川
川
合

か
ら

入
山

、
弥

山
小

屋
、
深

仙
宿

で
泊

り
、

本
日

は
持

経
宿

泊
り
だ

と
い

う
。

 

水
を
汲
み

に
行

く
と
言

う
の

で
、

人
数

が
増

え
た

こ
と

も
あ

り
、
ポ
リ
タ

ン
１

個
を
車

に
積

ん
で

、
一

緒
に
乗

っ
て

い
っ

て
も

ら
う

。
 

水
場

の
ホ

ー
ス

は
昨

日
の
雨

も
あ

り
、
青

木
さ

ん
が

掃
除

し
た
直

後
な

の

で
、

も
の

す
ご

い
勢

い
で
出

て
い

る
。

 

小
屋

に
戻

り
、
１

７
時
ご
ろ

か
ら
「

ウ
ツ

ボ
鍋

」
を
賞
味

す
る

。
白
身

で
、

あ
ま

り
癖

も
無

く
、
柔

ら
か

す
ぎ

で
も

な
い

、
食

べ
や

す
い

食
感

で
あ

っ
た

が
結

構
骨

が
あ

り
、
一

口
で
ガ
ブ

ッ
と

、
と

い
う
わ

け
に

は
い

か
な

か
っ

た
。

 

改
造
ス

ト
ー
ブ

の
お

か
げ

で
、
室

内
気

温
は

２
２
℃

、
上

着
な

し
で

も
快

適
だ

。
煙
突

に
コ

ー
ナ

ー
が

多
い

せ
い

か
、
煙

が
若

干
室

内
に
漂

う
。
エ

ル

ボ
を

一
つ

斜
め

に
し

て
は
ど

う
か

と
棟

梁
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ

っ
た

。
 

充
分

に
「

ウ
ツ

ボ
鍋

」
を
堪
能

し
、
〆

の
少

し
塩

を
き

か
せ

た
雑
炊

が
こ

れ
ま

た
絶
品

で
、

土
鍋

に
残

る
も

の
は
無

か
っ

た
。

 

１
９

時
前

に
鍋
終
了

。
ミ
カ
ン

、
フ

ル
ー

ツ
缶

、
お
菓
子
等

が
出

て
話

し

込
む

。
女
性
陣

か
ら

は
、
昨

日
は

一
日
雨

で
大
変
だ

っ
た

こ
と
や

、
積
雪

が

殆
ど
無

か
っ

た
事
等

を
お
聞

き
す

る
。

大
日
岳

付
近

で
迷

っ
た

そ
う
だ

が
、

具
体
的

な
場
所

は
特
定

で
き
ず

。
青

木
さ

ん
は

、
玉

置
神
社

か
ら

の
交
通
案

内
や

谷
瀬

の
つ

り
橋
等

の
説

明
を

す
る

。
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１
名

の
方

は
、

お
父
様

が
神
職

で
、

７
歳

ま
で
天

川
弁
財
天

の
す

ぐ
傍

で

暮
さ

れ
、

そ
の

後
新
潟

の
湯
沢
町

に
引

っ
越

し
、
現
在

に
至

っ
て

い
る

そ
う

で
、

２
０

１
１

年
９

月
の
豪
雨
災
害

も
よ

く
ご
存

じ
だ

っ
た

。
 

１
９

時
に

帰
る

つ
も

り
で

あ
っ

た
が

、
気

が
つ

く
と

２
０

時
前

、
慌

て
て

車
に
乗

り
込
み

、
４

人
を
残

し
持

経
宿

を
後

に
し

た
。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

掃
除

機
で

敷
物

掃
除

 
 

デ
ザ

ー
ト

タ
イ

ム
・

全
員

で
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行
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行
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イ
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タ
イ
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タ
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→
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：
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→
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：
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→
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：
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